
未来へ

ともぶちのゲンジボタル
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ホ
タ
ル
の
里
の
は
じ
ま
り

―
― 

会
の
正
式
名
称
と
構
成
人
数
は
何

人
で
す
か
。

　
「
と
も
ぶ
ち
ホ
タ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会
」
で
す
。
会
員
は
40
名
く
ら
い
で
す
。

―
― 

活
動
の
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の

で
す
か
。　

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
と
し
て
は
平
成

11
年
く
ら
い
で
す
け
ど
、
そ
れ
以
前
か

ら
、
平
成
元
年
か
２
年
の
時
に
、
学
校

で
子
供
が
野
球
し
た
り
、
夜
、
少
女
バ

レ
ー
と
か
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
っ
た
後
、

家
に
帰
ろ
う
と
す
る
迎
え
の
車
と
ホ
タ

ル
を
観
に
来
た
人
の
車
と
で
、
身
動
き

が
取
れ
な
い
状
態
に
な
っ
た
ん
で
す
。

県
道
で
も
車
の
対
向
が
で
き
な
く
て
。

子
供
た
ち
の
保
護
者
と
「
ア
イ
ラ
ブ
と

も
ぶ
ち（
村
お
こ
し
実
践
団
体
）」の
方
々

と
話
し
合
っ
て
、
車
の
出
入
り
が
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
始
ま
り

で
す
。

―
― 
主
な
活
動
内
容
は
。

　

ホ
タ
ル
の
鑑
賞
者
の
方
は
車
で
来
ら

れ
ま
す
の
で
、
そ
の
案
内
誘
導
と
、
休

憩
し
て
も
ら
う
の
に
ホ
タ
ル
の
店
「
げ

ん
じ
」
を
開
い
て
、
う
ど
ん
や
飲
み
物

ともぶちのホタルは元気！
来年に向け始動！

＃ともぶちホタルボランティアの会×広報委員会

を
出
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
作
っ
た
エ
ン
ド

ウ
な
ど
の
野
菜
や
漬
け
物
も
売
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
店
の
運
営
に
は
理
由
が
あ
っ
て
、

交
通
整
理
し
て
く
れ
て
い
る
会
員
の
傷

害
保
険
代
と
、
仮
設
ト
イ
レ
を
６
基
置

い
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
汲
み
取
り

代
が
必
要
と
な
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
費

用
を
捻
出
す
る
た
め
で
す
。

有
名
に
な
る
と
と
も
に

―
― 

実
際
の
活
動
期
間
や
お
店
を
開
け

る
時
間
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

６
月
の
３
週
間
く
ら
い
で
す
ね
。
毎 店名の由来「ゲンジボタル」
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日
で
は
な
く
金
・
土
・
日
の
３
日
間
を

３
回
ほ
ど
で
延
べ
９
日
間
、
午
後
５
時

ご
ろ
か
ら
10
時
ご
ろ
ま
で
で
す
。

　
　―

― 

一
番
大
変
な
こ
と
は
何
で
す
か
。

　

交
通
整
理
が
一
番
大
変
か
な
。
駐
車

場
が
す
ぐ
い
っ
ぱ
い
に
な
る
の
で
、
仕

方
な
く
道
へ
止
め
て
も
ら
う
よ
う
誘
導

し
て
い
る
の
で
す
が
、
多
い
と
２
㎞
ほ

ど
並
び
ま
す
。
歩
い
て
も
ら
う
の
が
気

の
毒
で
申
し
訳
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
駐
車
場
が
な
い
の
で
仕
方
な
い
ん

で
す
。

―
― 

車
の
案
内
誘
導
等
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

　

区
長
さ
ん
や
駐
在
さ
ん
と
打
ち
合
わ

せ
を
し
、
岩
出
署
に
相
談
し
て
、
道
路

使
用
許
可
を
出
し
て
も
ら
っ
た
り
、
一

番
人
が
集
ま
り
や
す
い
学
校
の
周
辺
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
も
ら
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も「
お
も
て
な
し
」

の
気
持
ち
で
鑑
賞
さ
れ
る
方
と
接
し
て

い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

―
― 

ホ
タ
ル
の
飛
ぶ
時
期
と
、
生
態
を

教
え
て
く
れ
ま
す
か
。

　

５
月
の
末
か
ら
６
月
の
中
頃
ま
で
飛

び
ま
す
。
雨
が
多
く
、
蒸
せ
る
日
、
特

に
夜
が
蒸
せ
る
時
が
良
い
で
す
ね
。
そ

れ
と
、
エ
サ
に
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
が
多
く

生
息
す
る
こ
と
で
す
ね
。
最
近
は
カ
ワ

ニ
ナ
が
減
っ
て
き
て
い
る
。
昔
は
カ
ワ

ニ
ナ
の
エ
サ
に
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
切
っ

て
撒
い
て
い
ま
し
た
。
最
近
は
生
活
排

水
が
流
れ
な
く
な
り
、
カ
ワ
ニ
ナ
の
エ

サ
が
減
っ
て
き
た
の
も
原
因
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

―
― 

ホ
タ
ル
の
見
所
は
。

　

ホ
タ
ル
の
店
「
げ
ん
じ
」
の
前
を
通

り
過
ぎ
、
１
㎞
ほ
ど
歩
き
な
が
ら
鑑
賞

で
き
ま
す
。
地
域
の
外
灯
を
消
し
、
家

の
明
か
り
も
漏
れ
な
い
よ
う
に
協
力
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
毎
週
見
に
来
て
く

れ
る
よ
う
な
ホ
タ
ル
マ
ニ
ア
の
人
も
い

て
、「
こ
ん
な
ふ
う
に
遊
歩
道
を
歩
き
な 各場所で交通誘導（令和元年）

例年は大渋滞になる道路

おそろいの T シャツ（上中智哉子さんデザイン）

が
ら
観
れ
る
と
こ
ろ
は
関
西
地
区
に
は

他
に
な
い
。」
っ
て
言
っ
て
く
れ
た
り
、

「
す
ご
い
で
す
ね
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

み
た
い
。」
と
言
っ
て
く
れ
た
り
も
し
ま

す
。来

年
こ
そ
は

―
― 

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
思
い
や
課
題
が
あ
る
と
思
う
の
で
す

が
。

　

や
は
り
、
後
継
者
不
足
で
す
ね
。
活

動
し
て
い
る
若
い
人
た
ち
が
、
結
婚
す

る
と
地
元
を
離
れ
る
し
一
番
大
変
な
交

通
誘
導
し
て
く
れ
る
人
が
少
な
く
な
る

し
。
当
初
の
会
員
が
歳
を
取
っ
て
き
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

毎
年
来
て
く
れ
て
い
た
人
た
ち
か
ら
、

「
地
元
の
人
た
ち
が
親
切
に
誘
導
し
て
く

れ
て
、
声
を
か
け
て
く
れ
る
ん
で
う
れ

し
い
。」
っ
て
言
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。　

　

２
年
続
け
て
ホ
タ
ル
観
賞
の
自
粛
を

お
願
い
し
て
い
る
の
で
、
早
く
コ
ロ
ナ

禍
が
終
わ
り
、
ホ
タ
ル
を
観
に
来
て
感

動
し
て
、
帰
り
際
に
「
キ
レ
イ
や
っ
た
。

良
か
っ
た
。」
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
ら
、

も
の
す
ご
く
う
れ
し
い
。
そ
れ
を
聞
く

た
め
に
、
ま
た
１
年
鋭
気
を
養
っ
て
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。（

石
脇
・
門
）
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●
第
２
回
定
例
会
●

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

定
例
会　

会
期　

20
日
間 

６
月
11
日
～
６
月
30
日

　

・
一
般
質
問　

７
名
が
登
壇

※
議
会
だ
よ
り
は
、
主
な
議
案
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
他
の
議
案
や
結
果
に

つ
き
ま
し
て
は
、
紀
の
川
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
を

１
（
報
告
第
６
号
）
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
３
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
）

◎
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
給
付
事
業

（
１
億
６
６
５
万
９
千
円
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
低
所
得
の
子

育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
児
童
一
人
あ
た
り
一
律
５
万
円
を
給
付

し
ま
す
。

Ｑ
対
象
者
は
。

Ａ
低
所
得
者
の
う
ち
、
ひ
と
り
親
世
帯

と
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
世
帯
で

す
。

Ｑ
申
請
の
有
無
は
。

Ａ
令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当

が
支
給
さ
れ
て
い
る
方
、
住
民
税
非

課
税
の
方
は
申
請
不
要
で
す
。
収
入

が
急
変
し
た
方
や
高
校
生
の
み
養
育

し
て
い
る
方
、
公
的
年
金
を
受
給
し

て
お
り
令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
が
全
額
停
止
さ
れ
て

い
る
方
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　

定
例
会
の
議
案
は

　

市
長
提
出
議
案

　

・
専
決
処
分
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
５
件

　

・
条
例
の
制
定
・
改
正
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
件

　

・
令
和
３
年
度
補
正
予
算
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

　

・
そ
の
他
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

　　

請
願
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
件

５件に
注目！

　

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
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旧
粉
河
町
・
旧
那
賀
町
・
旧
桃
山
町
が

過
疎
に
指
定

２

和
歌
山
電
鐵
貴
志
川
線
に
観
光
列
車
が
登
場

３

（
議
案
第
44
号
）
令
和
３
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

（
議
案
第
44
号
）
令
和
３
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

◎
全
国
過
疎
地
域
連
盟
県
支
部
負
担
金
（
５
万
６
０
０
０
円
）

　

総
合
的
な
過
疎
地
域
対
策
の
一
層
の
推
進
や
、
過
疎
対
策
事
業
の
充

実
強
化
を
国
に
要
望
す
る
過
疎
の
関
係
の
都
道
府
県
、
過
疎
地
域
の
市

町
村
が
加
盟
し
た
連
盟
の
負
担
金
で
す
。

◎
貴
志
川
線
利
用
環
境
革
新
等
事
業
補
助
金　
（
７
０
９
万
２
千
円
）

　

国
の
観
光
振
興
事
業
補
助
金
や
和
歌
山
電
鐵
が
実
施
し
た
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
ま
す
。
ま
た
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や

W
i-

F
i

の
整
備
、
ポ
ケ
ト
ー
ク
の
配
置
な
ど
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

国
と
和
歌
山
県
、
和
歌
山
市
、
紀
の
川
市
か
ら
補
助
し
ま
す
。

Ｑ
加
入
の
き
っ
か
け
は
。

Ａ
法
律
が
変
わ
り
、
一
部
過
疎
と
い
う

要
件
が
で
き
、
旧
町
単
位
で
人
口
要

件
、
財
政
力
指
数
の
条
件
が
当
て
は

ま
っ
た
た
め
、
そ
れ
に
伴
い
加
入
し

ま
し
た
。

Ｑ
こ
の
３
地
域
で
過
疎
債
が
使
え
る
よ

う
に
な
る
の
で
す
か
。

Ａ
ま
ず
、
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
市

町
村
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
計
画
に

沿
う
も
の
に
過
疎
債
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
ど
ん
な
取
り
組
み
に
な
り
ま
す
か
。

Ａ
主
な
取
り
組
み
は
、
お
も
ち
ゃ
電
車

を
観
光
列
車
に
改
装
す
る
こ
と
で

す
。

Ｑ
事
業
費
の
内
訳
は
。

Ａ
総
事
業
費
５
６
７
４
万
円
で
す
。
そ

の
う
ち
、
国
庫
補
助
が
１
／
２
で

２
８
３
７
万
円
、
和
歌
山
電
鐵
が

行
っ
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
等
の
自
己
負
担
が
７
０
９
万
４
千

円
、
残
り
を
和
歌
山
県
・
和
歌
山
市
・

紀
の
川
市
で
３
等
分
し
ま
す
。

たま電車ミュージアム号
車両デザイン　水戸岡　鋭治

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
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大型電子黒板

桃
・
柿
の
海
外
販
路
を
さ
ら
に
拡
大

４

大
型
電
子
黒
板
の
導
入
進
む

５

（
議
案
第
44
号
）
令
和
３
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

（
議
案
第
45
号
）
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

◎
中
山
間
地
域
所
得
確
保
推
進
事
業
補
助
金
（
５
０
０
万
円
）　

　

紀
の
川
市
産
の
桃
・
柿
の
ア
ジ
ア
圏
へ
の
販
路
拡
大
の
た
め
、
海
外

市
場
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
お
よ
び
分
析
を
行
う
Ｊ
Ａ
紀
の
里
に
対

し
て
、
県
１
０
０
％
の
補
助
金
を
予
算
措
置
し
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
進
め
る
た
め
、
全
小
学
校
の
特
別
教
室
、
特

別
支
援
学
級
、
複
式
学
級
に
大
型
電
子
黒
板
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

　
　

小
学
校
電
子
黒
板
等　

７
７
台　

４
４
４
４
万
円（
税
込
）

　
　
（
契
約
先
）
株
式
会
社
稲
葉　

紀
の
川
市
出
張
所　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
長　

稲
葉　

聖
子

Ｑ
農
産
物
は
ど
の
品
目
を
考
え
て
い
ま

す
か
。

Ａ
「
桃
」
と
「
柿
」
と
「
あ
ん
ぽ
柿

（
加
工
品
）」
を
考
え
て
い
ま
す
。
Ｊ

Ａ
紀
の
里
で
は
、
桃
は
台
湾
に
、
柿

は
香
港
に
集
中
し
て
輸
出
し
て
い
ま

す
。
今
回
、加
工
品
の
「
あ
ん
ぽ
柿
」

の
輸
出
機
会
の
創
出
も
含
め
て
、
ア

ジ
ア
圏
へ
の
輸
出
先
の
開
拓
を
目
指

し
ま
す
。

Ｑ
ど
こ
の
国
で
の
市
場
調
査
を
考
え
て

い
ま
す
か
。

Ａ
マ
レ
ー
シ
ア
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

本
格
的
な
輸
出
の
可
能
性
を
探
る
た

め
に
、、
調
査
分
析
し
、
販
売
戦
略

を
構
築
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
設
計
金
額
と
請
負
率
は
。

Ａ
設
計
金
額
は
税
込
み
４
８
１
８
万
円

で
、
請
負
率
は
９
２.

２
％
で
す
。

Ｑ
指
名
競
争
入
札
は
４
社
で
す
が
、
そ

の
理
由
は
。

Ａ
市
内
の
Ｏ
Ａ
機
器
の
取
り
扱
い
登
録

の
あ
る
業
者
の
う
ち
、
実
績
の
あ
る

４
社
で
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
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請願第１号　　【継続審査】
「公立那賀病院の産科医師の確保を求める請願書」

慎重審議の結果、さらに調査研究が必要であるため、継続審査すべきものと決定しました。

請願第２号　　【継続審査】　　　　
「良好な住環境を確保するための条例を制定することについて」

慎重審議の結果、さらに調査研究が必要であるため、継続審査すべきものと決定しました。

請願第３号　　【不採択】
「学校給食の無料化実施について」

　紹介議員および参考人から請願の趣旨説明を受け、審査を行いました。審査の結果、賛成少数に
より、不採択とすべきものと決しました。

　人口増加策として、また子育て支援策
として有効な施策の一つであることは理
解できるが、学校給食の無料化だけで人
口が増えるとも言えない。
　人口増加策をあらゆる面から考え、財
源についても十分検討する必要がある。

　県内の市として真っ先に取り組むこと
が、若い子育て世帯を呼び込んで、人口
減少に歯止めをかけることになるのでは。
　平成２９年度で７６自治体が実施して
いる。本市でも無料化に踏み切ることで
子育てを応援するまちとして進んでほし
い。

案　　　件　　　名 結果

門　

眞
一
郎

上
野　

宗
彦

仲
谷　

妙
子

舩
木　

孝
明

太
田
加
寿
也

榎
本　

喜
之

並
松　

八
重

中
村　

ま
き

大
谷
さ
つ
き

阪
中　
　

晃

川
原　

一
泰

高
田　

英
亮

室
谷　

伊
則

森
田　

幾
久

坂
本　

康
隆

堂
脇　

光
弘

竹
村　

広
明

石
井　
　

仁

杉
原　
　

勲

石
脇　

順
治

村
垣　

正
造

（共）（清）（刷）（わ）（わ）（わ）（公）（共）（公）（わ）（隆）（わ）（公）（清）（わ）（刷）（清）（共）（刷）（隆）（清）

請願第３号　学校給食の無料化実施につ
いて

不採択 ○ × × × × × × ○ × × × × × × × × × ○ × × －

【○…賛成　×…反対　－…議長　欠…欠席　退…退席】
※ 議長は採決に加わることはできません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」があります。
※（わ）… わかばクラブ　　（清）… 清流会　　（公）… 公明党　　（刷）… 刷新クラブ　　（共）… 日本共産党　　（隆）… 隆盛クラブ

議案に対する議員の賛否一覧 （賛否が分かれたものを掲載しています）

反対の
主な理由

賛成の
主な理由
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大谷　さつき（9ページ）
◎災害時における避難通路、及び公共施

設の安全対策は
・指定避難所の備蓄物資の拡充を

並松　八重（9ページ）
・行政手続きのデジタル化でオンライン

申請の推進とスマートフォン活用への
支援を

◎防災行政無線における情報伝達手段
の拡充を

阪中　晃（10ページ）
◎小中学生の学力向上をめざして
・市民ニーズに合わせた対応を
・生涯学習活動の充実を

中村　まき（10ページ）
◎公平性・公正性のために
・コロナ禍での市内施設の活用を

門　眞一郎（11ページ）
◎公共交通の改善・充実のために
・新型コロナウイルス感染症対策の改善

をもとめる
・「紀の川市ふるさと便（仮称）」を実施

しては

石井　仁（11ページ）
◎いちばん子育てしやすいまちをめざし

て

坂本　康隆（12ページ）
◎未来を見据えたまちづくり

いっぱん質問
一般質問とは、議員が市民の代表として、市の行政全般に対し、事業の
執行状況や政策方針などについて質問することで、政策の見直しや提言
なども行います。

※  ◎の質問の概要を掲載しています。

一般質問の内容については、要旨のみ掲載しています。
なお、原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります。
くわしい内容を知りたい方は、会議録の閲覧ができますので議会事務局議事調査課までお問い
合わせください。（TEL　0736-77-0860）
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Ｑ　
大
阪
北
部
地
震
で
小
学
校
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
が
倒
れ
、
登
校
中
の
小
学
生
が
下

敷
き
に
な
り
死
亡
事
故
が
起
き
た
。
こ

の
地
震
で
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
存
在

が
問
題
視
さ
れ
、
翌
年
、
耐
震
改
修
促

進
法
の
施
行
令
が
改
正
さ
れ
た
。
公
共

施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
お
よ
び
対

策
状
況
は
。

Ａ　
県
の
方
針
に
基
づ
い
て
、
市
が
管
理

す
る
公
共
施
設
か
ら
調
査
を
実
施
す
る

よ
う
関
係
各
部
な
ど
へ
依
頼
を
行
っ
た
。

建
築
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
、
ま
た

老
朽
化
が
著
し
い
施
設
が
判
明
し
た
。

そ
の
後
は
、
各
々
の
施
設
管
理
部
署
に

お
い
て
、
対
策
な
ど
講
じ
て
い
る
。

Ｑ　
市
民
が
所
有
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
対

し
て
点
検
は
。

Ａ　
個
人
が
所
有
、
管
理
す
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
点
検
な
ど
は
、
市
広
報
紙
に
点
検

表
を
掲
載
し
て
、
自
ら
現
行
の
建
築
基

準
を
満
た
し
て
い
る
か
を
点
検
す
る
よ

う
周
知
し
た
。

Ｑ　
災
害
時
の
避
難
通
路
の
安
全
確
保
と
、

環
境
整
備
政
策
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、

Ｑ　
近
年
、
風
水
害
が
激
甚
化
・
頻
発
化

し
、
防
災
行
政
無
線
放
送
は
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
確
実
な
情
報
伝
達

手
段
と
し
て
戸
別
受
信
機
が
必
要
で
あ

る
。
１
３
０
０
台
購
入
し
て
い
る
が
、

配
備
状
況
は
。

Ａ　
全
自
治
区
長
な
ど
に
４
５
３
台
、
公

共
施
設
な
ど
に
２
５
１
台
、
傍
受
不
可

の
世
帯
に
３
６
２
台
で
合
計
１
０
６
６

台
配
備
し
て
い
る
。

Ｑ　
豪
雨
災
害
時
に
お
い
て
、
戸
別
受
信

機
が
配
備
さ
れ
て
い
な
い
高
齢
者
、
障

害
者
へ
の
配
慮
、
対
応
は
。

Ａ　
避
難
情
報
は
複
数
回
放
送
す
る
。
災

害
の
状
況
に
応
じ
て
、
自
治
区
長
、
民

生
委
員
児
童
委
員
、
消
防
団
に
、
要
配

慮
者
の
把
握
と
、
早
目
に
避
難
の
支
援

等
に
つ
い
て
お
願
い
し
て
い
る
。

Ｑ　
現
在
、
戸
別
受
信
機
の
在
庫
は
２
３

　

４
台
あ
る
。
有
効
活
用
す
る
観
点
か
ら

障
害
者
や
要
配
慮
者
施
設
な
ど
へ
の
配

備
を
考
え
て
は
。

Ａ　
戸
別
受
信
機
以
外
の
情
報
伝
達
手
段

が
な
い
と
の
判
断
と
な
れ
ば
、
要
配
慮

個
人
が
所
有
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

耐
震
対
策
事
業
を
立
ち
上
げ
て
は
。

Ａ　
個
人
宅
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、
個
人
所

有
の
も
の
で
あ
り
、
建
造
物
の
維
持
管

理
も
個
人
と
い
う
考
え
の
も
と
で
、
補

助
対
象
に
は
し
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

点
検
の
重
要
性
、
適
正
管
理
に
つ
い
て

は
、
再
度
、
周
知
徹
底
で
き
れ
ば
と
考

え
る
。

今
以
上
に
防
災
行
政
無
線
放
送
を

聞
き
取
り
や
す
く

危
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
改
修
し
て

安
全
対
策
を

者
や
非
常
に
危
険
な
箇
所
に
住
ん
で
い

る
方
々
へ
の
配
布
を
関
係
部
署
と
連
携

し
、
検
討
す
る
。

Ｑ　
防
災
行
政
無
線
放
送
が
聞
き
取
り
に

く
い
と
の
相
談
に
は
、
聞
き
直
し
電
話

サ
ー
ビ
ス
を
案
内
し
て
い
る
が
、
通
話

料
を
着
信
側
が
全
額
負
担
す
る
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
に
し
て
は
。
ま
た
、
周
知
徹

底
を
は
か
る
た
め
電
話
番
号
の
ス
テ
ッ

カ
ー
を
作
り
全
戸
配
布
し
て
は
。

Ａ　
通
話
料
の
負
担
方
法
を
検
討
す
る
。

ス
テ
ッ
カ
ー
の
全
戸
配
布
に
つ
い
て
は

必
要
に
応
じ
啓
発
方
法
を
考
え
る
。

戸別受信機

大谷　さつき

並松　八重
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Ｑ　
小
学
校
の
「
漢
字
の
博
士
試
験
」
を

市
内
全
小
学
校
で
す
べ
き
で
は
。

Ａ　
市
内
16
校
中
３
校
が
未
実
施
で
あ
る

が
、
朝
の
学
習
時
間
で
児
童
の
苦
手
な

部
分
を
指
導
し
た
り
、
単
元
の
ま
と
め

テ
ス
ト
に
向
け
て
、
少
し
ず
つ
積
み
上

げ
の
学
習
に
取
り
組
ん
だ
り
し
て
お
り
、

試
験
を
受
け
な
か
っ
た
こ
と
で
差
が
生

じ
て
い
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ　
中
学
３
年
時
に
、
数
学
、
英
語
を
習

熟
度
別
授
業
に
し
て
は
。

Ａ　
市
外
で
は
実
施
し
て
い
る
学
校
も
あ

り
、
確
か
に
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
か
と
思

う
が
、
総
合
的
に
考
え
て
、
学
力
の
み

で
子
供
た
ち
を
区
別
す
る
こ
と
は
、
教

育
的
な
配
慮
が
欠
け
る
と
考
え
る
。
今

後
、
教
科
専
門
の
教
員
が
加
配
さ
れ
る

よ
う
県
に
働
き
か
け
て
い
く
。

Ｑ　
加
配
頼
み
も
い
い
が
、
本
市
で
数
学

と
英
語
の
先
生
を
雇
用
し
て
は
。

Ａ　
中
学
３
年
生
で
習
熟
度
別
授
業
を
教

育
委
員
会
と
し
て
は
考
え
て
い
な
い
が
、

一
人
一
台
の
端
末
を
持
つ
こ
と
で
、
文

部
科
学
省
が
目
指
し
て
い
る
、
生
徒
の

Ｑ　
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
工
事
や
物
品
の
調

達
に
つ
い
て
、
公
平
性
・
公
正
性
を
保

つ
た
め
、
質
問
す
る
。

　
　

最
低
制
限
価
格
と
落
札
額
が
同
額
の

入
札
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
た
、
同
様

の
こ
と
が
２
ヶ
月
続
け
て
行
わ
れ
て
い

る
事
業
者
が
あ
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

Ａ　
企
業
努
力
の
中
で
こ
の
よ
う
な
場
合

も
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ　
入
札
に
お
い
て
公
正
性
・
透
明
性
を

確
保
し
て
い
く
た
め
に
、
情
報
漏
え
い

は
な
い
と
説
明
で
き
る
だ
け
の
調
査
を

行
う
こ
と
・
入
札
執
行
調
書
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
議
会
へ
の
公
開
・
第
三
者
委

員
会
の
設
置
・
一
般
競
争
入
札
の
拡
大
・

電
子
入
札
の
導
入
が
必
要
で
は
。

Ａ　
公
正
性
・
透
明
性
は
す
で
に
担
保
さ

れ
て
い
る
。
入
札
執
行
調
書
は
窓
口
で

閲
覧
で
き
る
の
で
、
そ
れ
以
上
に
資
料

の
配
布
・
公
開
は
考
え
て
い
な
い
。
第

三
者
委
員
会
の
設
置
は
検
討
し
て
い
な

い
。
電
子
入
札
に
即
座
に
取
り
組
め
る

事
業
者
は
半
分
以
下
だ
と
考
え
る
が
、

シ
ス
テ
ム
や
体
制
な
ど
す
べ
て
の
面
で

市
民
に
対
し
、
公
正
性
と
透
明
性
の
確
保
を

個
々
の
学
習
状
況
に
合
わ
せ
た
「
個
別

最
適
な
学
び
」
が
可
能
で
あ
る
と
考
え

る
。

Ｑ　
自
習
室
に
つ
い
て
今
後
ど
う
す
る
の

か
。

Ａ　
検
討
し
た
が
、
５
地
区
の
公
民
館
で

の
自
習
室
の
確
保
は
難
し
い
状
況
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
公
民
館
は
誰
も

が
気
軽
に
来
館
で
き
、
自
由
で
開
放
的

な
公
民
館
を
目
指
す
な
か
で
、
特
に
受

験
や
試
験
を
控
え
た
学
生
が
公
民
館
に

空
き
状
況
が
あ
る
場
合
の
自
習
室
と
し

て
の
利
用
を
研
究
し
て
い
く
。

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
今
回
の
公
正
性
・
透
明
性
・
競
争
性

を
確
保
す
る
た
め
の
提
案
は
、
国
や
県

の
動
向
を
み
る
と
、
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

Ａ　
電
子
入
札
は
、
市
と
事
業
者
が
同
じ

よ
う
に
進
め
て
い
け
る
よ
う
、
は
か
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。公
平
性
・

公
正
性
・
競
争
性
の
確
保
が
基
本
で
あ

る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
の
で
、
今
後
国

の
方
針
を
参
考
に
し
、検
討
し
て
い
く
。

学
生
の
高
い
学
力
や
、
高
い
文
化
活
動
が

紀
の
川
市
の
魅
力
に
な
る

河北図書館入口前のスペース利用風景

入札執行通知書 中村　まき

阪中　晃
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門　眞一郎巡回バス（市役所バス停）

Ｑ　
今
年
10
月
か
ら
始
ま
る
地
域
巡
回
バ

ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
、
試
験
運
行
に
つ
い

て
、対
象
エ
リ
ア
（
桃
山
鞆
渕
コ
ー
ス
・

細
野
貴
志
川
コ
ー
ス
）
の
利
用
者
に
説

明
は
で
き
て
い
る
の
か
。

Ａ　
対
住
民
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
て
、

周
知
し
た
い
。

Ｑ　
運
転
手
の
不
足
が
問
題
と
聞
く
が
。

Ａ　
比
較
的
若
い
人
も
採
用
さ
れ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。
市
と
し
て
財
政
的
支

援
も
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　
地
域
巡
回
バ
ス
の
運
行
改
善
だ
け
で

は
限
界
が
あ
る
。
幹
線
（
貴
志
川
支
所

―
市
役
所
）（
那
賀
支
所
―
市
役
所
）
の

強
化
と
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
を
併
用
し
た
計
画
を
検
討
し
て
は
。

Ａ　
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
利
便
性
は
高

い
と
認
識
し
て
い
る
。
既
存
の
交
通
事

業
者
へ
の
圧
迫
に
な
ら
な
い
よ
う
理
解

が
必
要
。
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
先
進

地
域
の
状
況
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
持

続
可
能
性
に
も
配
慮
し
た
交
通
網
を
構

築
し
た
い
。

地
域
公
共
交
通
で
お
出
か
け
、

人
に
会
い
に
行
き
た
く
な
る
ま
ち
に

Ｑ　
国
勢
調
査
の
速
報
値
が
発
表
さ
れ
、

本
市
の
人
口
は
２
０
１
５
年
か
ら
２
０

　

 

２
０
年
の
５
年
間
で
、
３
７
６
０
人
減

　

 

っ
て
５
万
８
８
５
６
人
と
な
っ
た
。
交

付
税
算
定
の
土
台
と
な
る
基
準
財
政
需

要
額
が
あ
る
が
、
国
勢
調
査
、
人
口
一

人
当
た
り
い
く
ら
か
。

Ａ　
普
通
交
付
税
の
算
定
に
お
い
て
、
人

口
基
礎
数
値
と
し
て
、
基
準
財
政
需
要

額
に
措
置
さ
れ
る
額
は
、
人
口
一
人
当

た
り
約
10
万
円
程
度
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
前
回
の
国
調
人
口
か
ら
３
７
６
０
人

減
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
基
準
財
政
需

要
額
は
３
７
６
０
人
に
10
万
円
を
掛
け

て
、
年
間
３
億
７
６
０
０
万
円
減
っ
て

し
ま
う
と
い
う
理
解
で
い
い
の
か
。

Ａ　
算
定
上
あ
る
程
度
緩
和
さ
れ
、
一
概

に
は
一
人
当
た
り
10
万
円
に
は
な
ら
な

い
が
、
３
億
７
６
０
０
万
円
に
近
い
額

が
減
額
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
一
般
会
計
の
基
金
残
高
は
令
和
３
年

度
末
見
込
み
で
１
１
６
億
９
０
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
基
金
を
財
源
に
、

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
の
拡
大
な
ど

石井　仁

基
金
を
使
わ
ず
に
残
す
の
か
、

使
っ
て
人
口
増
を
は
か
る
の
か

Ｑ　
市
が
交
通
事
業
者
に
対
し
て
、
補
助

し
た
額
の
約
80
％
が
国
か
ら
の
特
別
交

付
税
と
し
て
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

再
確
認
し
た
い
。

Ａ　
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ｑ　
市
長
の
考
え
は
。

Ａ　
行
政
と
し
て
、
交
通
事
業
者
の
公
正

な
競
争
を
阻
害
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た

健
全
な
事
業
を
圧
迫
す
る
こ
と
な
く
交

通
網
の
整
備
を
進
め
た
い
。
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
、
慎
重
に

検
討
し
、
進
め
て
い
き
た
い
。

思
い
切
っ
た
施
策
を
実
施
で
き
な
い
か
。

一
定
の
支
出
は
必
要
で
も
、
本
気
で
若

い
世
代
へ
希
望
を
届
け
、
選
ば
れ
る
市

に
す
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
判

断
で
は
な
い
か
。

Ａ　
財
源
と
し
て
基
金
の
活
用
は
当
然
す

べ
き
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
推

進
す
る
べ
き
事
業
を
ど
う
判
断
し
て
い

く
か
は
、
新
規
事
業
、
既
存
事
業
を
含

め
て
、
本
市
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る

事
業
を
相
対
評
価
し
て
い
く
な
か
で
決

定
し
て
い
く
。

63.1

128.2

112.1
126.1

67,862

65,840

62,616

58,856

54,000

56,000

58,000

60,000

62,000

64,000

66,000

68,000

70,000

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

国
勢
調
査
人
口
（人
）

基
金
残
高
（億
円
）

※一般会計の基金の年度末残高、人口は令和2年のみ速報値

基金残高と国勢調査人口

基金残高 国勢調査人口



紀の川市議会だより  No.58  2021.8（令和 3 年） 12

Ｑ　
観
光
振
興
の
現
在
の
状
況
は
。

Ａ　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
る
貴
志

駅
の
来
訪
者
は
約
６
割
減
と
、
大
き
な

影
響
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
な

か
、
打
田
・
粉
河
・
名
手
・
貴
志
駅
に

25
台
の
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を
設
置

し
、
市
内
周
遊
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
。

Ｑ　
本
市
の
観
光
名
所
を
巡
る
利
便
性
の

高
い
交
通
ア
ク
セ
ス
に
、
貴
志
駅
か
ら

下
井
阪
駅
を
繋
ぐ
バ
ス
路
線
も
考
え
て

は
。

Ａ　
観
光
地
な
ど
を
め
ぐ
る
利
便
性
の
高

い
移
動
手
段
に
つ
い
て
は
交
流
人
口
の

増
加
や
域
内
で
の
消
費
拡
大
の
観
点
か

ら
必
要
性
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ　
高
台
で
安
全
な
桃
源
郷
運
動
公
園
を

整
備
活
用
し
、
防
災
の
拠
点
と
位
置
づ

け
、
防
災
公
園
の
認
定
を
考
え
て
は
。

Ａ　
昨
年
の
４
月
、
桃
源
郷
運
動
公
園
を

防
災
公
園
と
し
て
は
と
協
議
し
た
こ
と

が
あ
る
。
か
な
り
大
掛
か
り
な
整
備
と

な
る
こ
と
か
ら
、
様
々
な
視
点
か
ら
視

野
を
広
げ
、
調
査
研
究
し
な
が
ら
関
係

桃
源
郷
運
動
公
園
に
防
災
公
園
併
設
を

各
課
と
連
携
を
取
り
合
い
本
市
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
に
な
る
施
設
と
な
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

ま
た
、
公
園
の
再
整
備
に
つ
い
て
、

事
業
が
具
体
化
さ
れ
た
時
に
は
、
地
域

防
災
拠
点
の
整
備
費
と
し
て
防
災
安
全

交
付
金
の
対
象
要
件
に
該
当
す
る
か
県

と
協
議
し
、
紀
の
川
市
都
市
計
画
審
議

会
に
諮
問
し
て
積
極
的
に
交
付
金
を
活

用
し
た
い
。

坂本　康隆

傍聴に関するお願い
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、傍
聴者の座席数を減らします。
　傍聴される方は、マスクの着用および手指消
毒をお願いします。また、熱のある方、体調のす
ぐれない方の傍聴はお控えください。
　大変ご迷惑をおかけしますが、みなさまのご
理解とご協力をお願いいたします。

電話でのお問い合わせもお受けしています。
●お問い合わせ･･･ 議会事務局
電話番号：０７３６－７７－０８６０

※午前９時３０分開会予定です。なお、日程は変更することがあります。

日 月 火 水 木 金 土
8/29 30 31 9/1 2 3 4

本会議 
（開会）

本会議 
（一般質問）

本会議 
（一般質問）

5 6 7 8 9 10 11

本会議 
（一般質問・ 
質疑・付託） 

予算決算 
常任委員会

予算決算
常任委員会
総務文教
分科会

予算決算
常任委員会
総務文教
分科会

予算決算
常任委員会
厚生分科会

12 13 14 15 16 17 18

予算決算
常任委員会
厚生分科会

予算決算
常任委員会
産業建設
分科会

予算決算
常任委員会
産業建設
分科会

総務文教 
常任委員会

19 20 21 22 23 24 25

厚生 
常任委員会

産業建設 
常任委員会

予算決算 
常任委員会

26 27 28 29 30 31

本会議 
( 閉会）

次回 9 月定例会

桃源郷運動公園陸上競技場
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議会報告会を
開催しました！

【日　時】令和３年６月２２日　午後７時より

【場　所】鞆渕出張所

【参加者】ともぶちホタルボランティアの会８名、
　　　　 議員 7 名

　本来であれば、地域ごとに日程を設定して参加をお願いしていましたが、コロナ禍の状況で開催は難しく、今
回も前回と同様に議会広報特別委員会の取材と合同で実施させていただきました。
　当日意見交換をさせていただいた内容について一部紹介させていただきます。議会の概要や定例会の内容、議
員の活動については、資料を配布しました。

鞆渕地区内の子供が減ってきているが、小中学校の存続は
してほしい。

議員　　　デマンド方式の提案はしている。巡回バスは、通院に
かかる時間などができるだけ平等になるように議会からも進
言していきたい。

議員　　　鑑賞客に PR パンフレットの配布なども検討してはと思
うが、ボランティア活動と地元の協力がリピーターに繋がって
いるので、この素晴らしい活動を継続してもらえるように今後
も応援していきたい。

議員　　　新規農業者への助成金制度があるので、うまく活用い
ただけるよう啓発していく。

議員　　　山村留学の制度で児童数が確保できているので、これ
を継続することも大事であると考える。

こ ん な 意 見 が 出 ま し た
地域の特性に合った方法で公共交通の運営をしてほしい。

黒豆の生産量が減っている。若い農家さんの定着が課題。

ホタル鑑賞客を通じて、鞆渕全体の活性化につなげたいが、
ホタルが飛ぶ短期間では PR が難しい。
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委員会活動報告
各委員会では、議案の審査だけでなく、委員会に付託された市民生活に深く関わる
ことについて議会の閉会中も調査研究を行っています。
最近の活動状況についてお知らせします。

議会運営委員会
●６月１日
タブレット端末導入に向け、実機を操作しながらオンライン研修を受けました。

総務文教常任委員会・厚生常任委員会連合審査会
●６月 25 日
・鞆渕地区公共施設等再編事業について
　６月 17、18 日に総務文教、厚生それぞれの常任委員会において、執行部より事業の進捗状況に
ついて報告があり、配置図、平面図、立面図などが示されました。
　今回は、報告のあったことについて、改めて調査を行いました。

産業建設常任委員会
●６月 21 日
・道の駅青洲の里の今後について
　①道の駅「青洲の里」及び青洲の里農産物直売所工事
　　進捗状況現地調査
　②道の駅「青洲の里」基本構想・基本計画
　　　　
　現場を視察し、進捗状況について説明を受けました。

●７月 19 日
・都市基盤の整備及び土地の利用について
　①用途地域指定の施行
　②道路整備計画の概要
　③京奈和関空連絡道路整備促進事業の進捗状況
　④紀の川市流域関連公共下水道全体計画（変更）の概要
　⑤農業振興地域制度の概要
　⑥農地転用許可制度の概要

　 各調査項目について、説明を受けました。

青洲の里　現地調査
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何枚も書くの大変

少し楽に 移動カフェ
「ひなたぼっこ」を開設

交流を深める場の提供

追 

跡あの質問、どうなったの？
ちょっとおしえて！

答　弁 答　弁

その後 その後

家庭環境調査票

　新学期、学校へ提出する「家庭環境調査票」
などの提出書類が多くある。「きょうだい」がい
ると何枚も書くことになり、時間がとられる。
負担軽減できないか。

　一度作った資料を最大限に生かすよう、加筆
修正をする方法を校長会を通じて指導していき
たい。

　定期的な移動販売に取り組むことは、地域の活性
化、人のつながりをより深めていく一つの方法とし
て、検討が必要であると認識している。関係する部
署とともに重点協議事項として進めていきたい。

  現在、前年度に提出した調査票の変更箇所のみ
を修正してもらう、上書き方式を取っているのが
22校中14校となっています。残り８校は検討中で
す。まだ１校だけ1人につき２枚提出しているとこ
ろがありますが、来年度以降１枚で上書き方式を
検討していきます。

  本市は、大家商店が運営する「移動スーパーまご
の手」と包括連携協定を締結しました。２０２０年９
月から移動販売車で地域の集会所などに出向き、移
動式カフェを開くなど、人々が集まりやすい環境の
構築や高齢者の見守り事業体制の充実をはかりま
す。

　高齢者の定期的な見守りと、地域のコミュニ
ティを兼ね備えた取り組みとして移動販売を実施
しては。
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議
会
だ
よ
り
の
編
集
委
員
は
９
名

で
す
。
毎
号
、担
当
を
決
め
、グ
ル
ー

プ
で
、
ま
た
一
人
で
原
稿
を
作
り
、

全
員
で
の
校
正
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

今
号
の
校
正
中
、「
記
事
の
味
」

が
議
論
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
特
集

は
、
取
材
先
の
熱
意
や
思
い
、
取
材

時
の
空
気
感
な
ど
を
文
字
に
す
る
た

め
、書
き
手
に
よ
っ
て
「
味
」
が
違
っ

て
き
ま
す
。
そ
の
他
の
記
事
で
も
、

誰
が
元
原
稿
を
書
い
た
か
で
、
見
出

し
や
内
容
、
写
真
に
工
夫
が
あ
り
、

そ
れ
が
「
味
」
に
な
っ
て
い
る
時
も

あ
り
ま
す
。
た
だ
、「
正
確
さ
」
は

重
要
で
、
行
政
用
語
を
か
み
砕
け
ず
、

難
し
い
表
現
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
多
く
、
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
号
も
「
わ
か
り
や
す
さ
」「
読

み
や
す
さ
」
の
た
め
に
み
ん
な
が
悪

戦
苦
闘
し
て
作
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
、

お
手
に
取
っ
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。

紙
面
へ
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
い
た

だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。（

石
井　

仁
）
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水田と夕日

あじさいとクモの糸 涼しげな水の流れ

藤崎井堰

プール遊び（安楽川保育所）


